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総務常任委員会に付託された議案（議案20件）
審査の状況・・・１１月２２日、１１月２８日
●令和5年度宝塚市一般会計補正予算（第7号）

●令和5年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第1号）

●令和5年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第2号）

●宝塚市新型コロナウイルス対策思いやり応援基金条例を廃止する条例の制
定について

●宝塚市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について

●宝塚市副市長定数条例の一部を改正する条例の制定について

●地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条
例の制定について

●宝塚市副市長の選任につき同意を求めることについて、など



総務常任委員会に付託された議案（議案20件）
審査の状況・・・１１月２２日、１１月２８日

●令和5年度宝塚市一般会計補正予算（第7号）

●令和5年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第1号）

●令和5年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第2号）

●宝塚市新型コロナウイルス対策思いやり応援基金条例を廃止する条例の制
定について

●宝塚市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について

●宝塚市副市長定数条例の一部を改正する条例の制定について

●地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条
例の制定について

●宝塚市副市長の選任につき同意を求めることについて、など



令和5年度宝塚市一般会計補正（第7号）
予算の概要

補正後の歳入歳出予算の総額

931億435万6千円

当初予算、補正予算1～6号

909億5,601万6千円

歳入歳出それぞれ追加分

21億4,834万円



令和5年度宝塚市一般会計補正予算の概要

●歳出予算の主なもの

増額・・・自立支援事業、子育て支援コーディネート事業、

乳幼児等医療費助成事業、温泉施設等管理事業、

ハーフマラソン実施事業、など

●歳入予算の主なもの

増額・・・フレミラ宝塚施設等整備保全に対する寄付金、

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る

寄附金、など

●繰越明許費補正（追加）都市計画道路荒地西山線整備事業（小林工区）

審査結果・・・可決（全員一致）



令和5年度宝塚市一般会計補正予算の概要
●歳出予算の主なもの

増額・・・自立支援事業、子育て支援コーディネート事業、

乳幼児等医療費助成事業、温泉施設等管理事業、

ハーフマラソン実施事業、など

●歳入予算の主なもの

増額・・・フレミラ宝塚施設等整備保全に対する寄付金、

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る

寄附金、など

●繰越明許費補正（追加）都市計画道路荒地西山線整備事業（小林工区）

審査結果・・・可決（全員一致）



宝塚ハーフマラソン大会実施事業補助金
について
●第19回宝塚ハーフマラソン大会事業

実施日 ：12月24日（日・祝）

実施種目：①10マイル、クォーターマラソン

②ファミリー３キロメートル

●補正予算理由について

歳出は予算時に諸物価高騰に対しての額の想定はされていた。

歳入においても他市のマラソン大会の参加状況を踏まえ

約15％減の参加人数で想定し、協賛金等の確保に取り組んだ。

しかし、参加者想定人数が約1,700人下回っており、委託料等経費

削減に努めたが、7,740万円の収支不足が見込まれる状況となった。



令和5年度宝塚市一般会計補正予算の概要

●歳出予算の主なもの

増額・・・自立支援事業、子育て支援コーディネート事業、

乳幼児等医療費助成事業、温泉施設等管理事業、

ハーフマラソン実施事業、など

●歳入予算の主なもの

増額・・・フレミラ宝塚施設等整備保全に対する寄付金、

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る

寄附金、など

●繰越明許費補正（追加）都市計画道路荒地西山線整備事業（小林工区）

審査結果・・・可決（全員一致）



都市計画道路荒地西山線整備事業
（小林工区）
1、補正額

2、補正予算内容

都市計画道路荒地西山線整備事業の進捗に伴い、工事により隣接する道路高が下
がることで駐車場からの出入りが支障となる地権者に対して、改めて本年度補償
を行う予定としていた。

しかし、本年度の予算要望時の補償額は、過年度に実施した物件調査を基に概
算で算出した額（6,700万円）で、再度地権者交渉を行うにあたって昨年度末の業
務委託により再算定を実施した結果、想定以上の資材の高騰などにより797万円の
増額が必要となった。

費目 現計予算額 補正後予算額 補正額

歳入 街路整備事業費 5,020万円 5,610万円 590万円

歳出 事業用地買収に伴う
補償費

6,700万円 7,497万円 797万円



総務常任委員会に付託された議案（議案20件）
審査の状況・・・１１月２２日、１１月２８日

●令和5年度宝塚市一般会計補正予算（第7号）

●令和5年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第1号）

●令和5年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第2号）

●宝塚市新型コロナウイルス対策思いやり応援基金条例を廃止する条例の
制定について

●宝塚市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について

●宝塚市副市長定数条例の一部を改正する条例の制定について

●地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について

●宝塚市副市長の選任につき同意を求めることについて



①宝塚市副市長定数条例の一部を改正する条例の制定について
②宝塚市副市長の選任につき同意を求めることについて

●議案の概要

①宝塚市副市長定数条例の一部を改正する条例の制定について

議案の概要：社会情勢や本市をとりまく環境の変化に対応し、国などの機関との

連携を強めて、市の重要施策を適切に推進するため、2024年1月から

副市長の定数を1人から2人以内に改めるよう条例の一部を改正しようとするもの。

②宝塚市副市長の選任につき同意を求めることについて

議案の概要：次の者を副市長に選任しようとするもの。

藤島 昇 氏

●審査結果

①宝塚市副市長定数条例の一部を改正する条例の制定について・・・可決（全員一致）

②宝塚市副市長の選任につき同意を求めることについて・・・同意（全員一致）



総務常任委員会に付託された議案（議案10件、請願1件）
審査の状況 １２月１９日

●令和5年度宝塚市一般会計補正予算（第8号）

●宝塚市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

●宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

●宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

（請願第4号）健康保険証の存続を求める請願



総務常任委員会に付託された議案（議案10件、請願1件）
審査の状況 １２月１９日

●令和5年度宝塚市一般会計補正予算（第8号）

●宝塚市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

●宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

●宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

（請願第4号）健康保険証の存続を求める請願



令和5年度宝塚市一般会計補正（第8号）
予算の概要

補正後の歳入歳出予算の総額

933億7862万5千円

当初予算、補正予算1号～7号

931億435万6千円

歳入歳出それぞれ追加分

2億7,426万9千円



令和5年度宝塚市一般会計補正予算の概要

●歳出予算の主なもの

増額・・・病院事業会計補助金、保育施設等への一時支援金、

介護サービス及び障害福祉サービス事業者に対する

物価高騰対策支援金、

●歳入予算の主なもの

増額・・・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、など

●債務負担行為補正

物価高騰対策支援事業

審査の結果・・・可決（全員一致）



令和5年度宝塚市一般会計補正予算の概要

●歳出予算の主なもの

増額・・・病院事業会計補助金、保育施設等への一時支援金、

介護サービス及び障害福祉サービス事業者に対する

物価高騰対策支援金、

●歳入予算の主なもの

増額・・・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、など

●債務負担行為補正

物価高騰対策支援事業

審査の結果・・・可決（全員一致）



物価高騰対策支援事業
市内店舗キャッシュレスポイント還元事業について
1、事業内容 キャッシュレス決済でお買い物等をした利用者に、

キャッシュレスポイントの還元を行うことで、
市民などの消費喚起を図り、物価高騰の影響を受けた市内
店舗の販売促進、市内経済の活性化を目的とするもの。

2、還元内容 1利用者の期間中の対象上限額を25,000円として、最大5,000

円分のプレミアムポイントを還元（還元率20％）
※1利用者の1会計あたりの上限額は5,000円（還元額1,000

円）

3、予算 190,000,000円

4、スケジュール 2024年3月 委託事業者選定プロボーザル実施
2024年3月下旬～4月中旬 委託事業者との契約締結
2024年6月上旬～中旬 参加店舗精査、消費者向けPR

2024年7月1日～7月31日 プレミアムポイント還元キャン
ペーン実施
2024年8月末 事業終了



総務常任委員会に付託された議案（議案10件、請願1件）
審査の状況 １２月１９日

●令和5年度宝塚市一般会計補正予算（第8号）

●宝塚市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

●宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

●宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

（請願第4号）健康保険証の存続を求める請願



●宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
●宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

議案の概要：特別職の職員の給与に関する法律の改正に準じて、

特別職の職員と市議会議員の期末手当を引き上げるため、

条例の一部を改正しようとするもの。

審査の結果：可決（賛成多数）



総務常任委員会に付託された議案（議案10件、請願1件）
審査の状況 １２月１９日

●令和5年度宝塚市一般会計補正予算（第8号）

●宝塚市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

●宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

●宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

（請願第4号）健康保険証の存続を求める請願



（請願第4号）健康保険証の存続を求める請願
●請願の趣旨

政府は、2024年秋に現行の健康保険証を廃止しマイナンバーカードに一本化する

法案を成立。しかし、誤登録や情報漏洩、「資格無効」と表示される等、

マイナ保険証に関するトラブルが続出している。

兵庫県保険医協会が実施のアンケート調査ではオンライン資格確認システムを運用

する医療機関のうち、64.2％が何らかのトラブルを経験しているとのこと。誤紐づけ

による投薬・診療情報の取り違えトラブルは、重大な医療事故につながりかねない。

また、保健資格が確認できず、窓口で10割負担となった例があった。保険証が廃止

されれば、経済的理由により受診が困難となることも懸念される。

いつでもどこでもだれもが安心して医療を受けられるように健康保険証の廃止は

行わず、現在の健康保険証の存続を求める意見書を国に提出すること。

●審査結果・・・不採択（賛成少数）



ご清聴ありがとうございました。

詳細資料は

で検索


